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1. 概要 

 

1.1. 本書について 
SituatorはTCP/IP通信を簡単に行うことができ、アドイン機能によってユーザが開発した独自アプリケーショ

ンを組み込むことができるテストツールです。 
Situator Ver1.0のアドイン機能で組み込むことができるのは、スクリプト、DLL、COMオブジェクトの３つでし

たが、Ver2.0からアドイン機能として新たにシナリオファイルの実行機能が追加されました。 
本書で記述するシナリオエディタは、Situator上で実行することができるシナリオファイルの作成、編集を行う

ためのツールです。 
シナリオエディタで画面上に実行したい処理を順に配置していくだけでシナリオを作成することができ、作成

したシナリオを Situatorで実行すれば通信アプリケーションが実現できます。 
本書では、シナリオエディタを使用してシナリオを作成、編集するための各種操作方法について説明します。 

 

1.2. シナリオファイルとは 
シナリオファイルは XML 形式のテキストファイルで、Situator で色々な処理毎に定義された XML の要素を

組み合わせて記述します。 
Situator で定義されている主な要素は以下の通りです（すべての要素の一覧と詳細説明は4章を参照くださ

い）。 

表 1.2-1 主な処理要素の一覧 

グループ 要素名 説明 
TCP接続 TCP ソケットの接続処理を行い、TCP コネクションを確立します。 
TCP着信設定 TCP ソケットの着信待ち設定を行います。 
UDPバインド UDP ソケットのバインドを行い、UDP送受信可能にします。 
データ送信 TCPまたは UDPでデータ送信を行います。 

通信 

クローズ TCPまたは UDPのソケットをクローズします。 
ループ 指定された回数、または条件に一致する間、処理を繰り返します。 
分岐 指定された変数のデータ内容により処理を分岐します。 

制御文 

変数設定 名前付きの変数を宣言し、データを設定します。 
イベント待ち イベント（データ受信、TCP着信、切断、タイマタイムアウト）の待ち

合わせを行います。 
イベント 

各種イベント処理 イベント待ちで受信したイベントの処理を行います。 
スリープ 指定された時間だけスリープします。 
タイマ開始 タイマを作成して開始します。 

タイマ 

タイマ停止 タイマを停止します。 
スクリプト スクリプトコードを記述して実行することができます。 その他 
外部シナリオ呼び出し 他のシナリオファイルのシナリオを呼び出します。 

 
 通信アプリケーションを作成する上で必要な、通信処理、条件分岐、繰り返し、イベント待ち合わせ、タイマ、

など一通りの処理が用意されています。また、これらの要素だけでは記述が困難な細かな処理については、

JScriptなどのスクリプトを組み込んで実行させることで実現することができます。 
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例えば、以下に示す HTTP クライアントのように振舞う通信アプリケーションが必要とします。 

 

図 1.2-1 処理フロー 

 
 Situatorのシナリオファイルでは、この動作を実現するために、図 1.2-2に示すフローを構築することができま
す。 
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図 1.2-2 シナリオ処理フロー 

 
 このシナリオ処理フローを実現するシナリオファイルは、図 1.2-3のようになります。 
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図 1.2-3 シナリオファイル例 

 
 このシナリオファイルは、シナリオエディタを使用して簡単に作成することができます。上記のシナリオファイル

を編集中のシナリオエディタの画面は図 1.2-4のようになります。 
 

HTTP リクエストを変数
に設定する 

TCP接続を行う 

データ送信を行う 
変数に設定した HTTP リク
エストを送信する 

イベント待ち合わせのループを

行う 

イベント待ち合わせを行う 

データ受信時に呼び出される処理 

切断を受信時に呼び出される処理 

シナリオを終了する 
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図 1.2-4 シナリオファイル編集中の画面例 
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1.3. シナリオエディタの機能と特長 
 
シナリオエディタの主な特長は以下の通りです。 

 
 簡単な操作で、TCP/IP上の擬似ホストや擬似端末（擬似対向機）になるシナリオを作成できます。 
 TCP接続、データ送信、データ受信待ち等の処理を、画面上で順番に並べるだけで、通信シーケンスを構
築することができます。 

 ドラッグドロップによる処理の配置、移動や設定の編集など、わかりやすい操作性により直ぐに使い始めら
れます。 

 シナリオだけでは記述困難な細かな制御も、スクリプトコードの埋め込みで実現可能です。Situator の豊
富な APIを呼び出すことで柔軟にカスタマイズすることができます。 

 １アクションで、シナリオエディタから Situatorを起動して、編集中のシナリオを実行することができます。 
 シナリオから別のシナリオの呼び出しが可能です。共通的な処理をまとめておき、再利用が簡単に行えま
す。 
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2. 操作方法 

 ここでは、シナリオエディタの主な使い方について説明します。 
 

2.1.  起動と終了 
 シナリオエディタを起動するには、図 2.1-1のようにスタートボタンより「すべてのプログラム」→「Situator」を
選択し、「シナリオエディタ」をクリックします（Windows8 などスタートメニューが無い場合は、スタート画面の[ア
プリ]ビューから選択できます）。起動すると、図 2.1-2のような画面が表示されます。 
 

 

図 2.1-1 起動方法 
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図 2.1-2 起動画面 

F6 キー押下により入力フォーカスが「処理要素リスト」→「シナリオツリー」→「プロパティ設定」の順で移動し
ます。Shift-F6キーで逆順で移動します。 
シナリオエディタを終了するには、「ファイル」メニューから「アプリケーションの終了」を選択するか、ウィンド

ウ右上のクローズボタン（×ボタン）をクリックしてください。 
 

シナリオに追加することができ
る処理要素がグループ毎に一
覧表示されます。ここから処
理要素を選択してシナリオツ
リーへ追加します。 

処理要素リスト シナリオツリー 

プロパティ設定 

プロパティヘルプ 

シナリオツリーで選択し
ている要素で設定可能
な項目（属性、テキスト）
を表示します。ここで設
定値を変更できます。 

プロパティ設定で選
択している項目に関
する説明を表示しま
す。 

シナリオの内容をツリー形式で
表示します。ここに処理要素を
追加していきます。 
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2.2. シナリオファイルの新規作成 
シナリオエディタを起動した直後は、新規シナリオファイルを開いている状態になっています。 
また、編集中のシナリオファイルを閉じて、新規にシナリオファイルを作成するには、以下のいずれかの操作

を行います。 
 
(1) 「ファイル」メニューから「新規作成」を選択する（図 2.2-1）。 
(2) ショートカットキーCtrl+N を押下する。 

(3) ツールバーの新規作成ボタン（ ）をクリックする。 

 

 

図 2.2-1 新規作成画面 

 

 

図 2.2-2 保存確認画面 

 
 未保存のシナリオを編集している状態で新規作成を行った場合、図 2.2-2のように保存するかどうかの確認
メッセージが表示されます。保存するには「はい」ボタンを、保存せずに編集内容を破棄するには「いいえ」ボタ

ンを、新規作成をキャンセルするには「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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2.3. シナリオファイルを開く 
シナリオファイルを開くには、以下のいずれかの操作を行います。 

 
(1) 「ファイル」メニューから「開く」を選択し（図 2.3-1）、ダイアログボックスでファイルを選択する（図 2.3-2）。 
(2) ショートカットキーCtrl+Oを押下し、ダイアログボックスでファイルを選択する（図 2.3-2）。 

(3) ツールバーの開くボタン（ ）をクリックし、ダイアログボックスでファイルを選択する（図 2.3-2）。 

(4) 以前編集したファイル履歴より選択する（図 2.3-4）。 
 

 

図 2.3-1 ファイルを開く画面その１ 
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図 2.3-2 ファイルを開く画面その２ 

 

 

図 2.3-3 ファイルを開く画面その３ 

 
 未保存のシナリオを編集している状態でファイルを開く操作を行った場合、図 2.3-3のように保存するかどう
かの確認メッセージが表示されます。保存するには「はい」ボタンを、保存せずに編集内容を破棄するには「い

いえ」ボタンを、ファイルを開く操作をキャンセルするには「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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図 2.3-4 ファイルを開く画面その４ 
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2.4. シナリオファイルを保存する 
シナリオファイルを上書き保存するには、以下の(1)～(3)のいずれかの操作を行います。 
シナリオファイルを名前を付けて保存するには、以下の(4)の操作を行います。 
なお、新規にシナリオファイルを作成して、初めて保存を行う場合、(1)～(3)の操作を行っても、(4)の操作と

同じ動作を行います。 
 
(1) 「ファイル」メニューから「上書き」を選択する（図 2.4-1）。 
(2) ショートカットキーCtrl+S を押下する。 

(3) ツールバーの上書き保存ボタン（ ）をクリックする。 

(4) 「ファイル」メニューから「名前を付けて保存」を選択し（図 2.4-2）、ダイアログボックスでファイルを選択する
（図 2.4-3）。 

 

 

図 2.4-1 ファイル保存画面その１ 
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図 2.4-2 ファイル保存画面その２ 

 

 

図 2.4-3 ファイル保存画面その３ 
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2.5. 処理要素を追加する 
 処理要素をシナリオツリーに追加するには、以下のいずれかの操作を行います。 
 
(1) 処理要素リストから追加したい要素をドラッグし、シナリオツリー内の挿入箇所でドロップする（図 2.5-1～
図 2.5-3）。 

(2) シナリオツリーの挿入箇所でマウスの右クリックメニューより追加する処理要素を選択する（図 2.5-4）。 
(3) 処理要素リストで追加したい要素を選択してコピー(*1)し、シナリオツリーの挿入箇所で貼り付け(*2)する
（図 2.5-5～図 2.5-8）。 

 
(*1)コピーは次のいずれかの操作により行います 

 「編集」メニューから「コピー」を選択する。 
 右クリックメニューで「コピー」を選択する。 
 ショートカットキーCtrl+C を押下する。 

 ツールバーのコピーボタン（ ）をクリックする。 

 
(*2)貼り付けは次のいずれかの操作により行います 

 「編集」メニューから「貼り付け」を選択する。 
 右クリックメニューで「貼り付け」を選択する。 
 ショートカットキーCtrl+V を押下する。 

 ツールバーの貼り付けボタン（ ）をクリックする。 

 

 

図 2.5-1 処理要素の追加画面（ドラッグドロップの場合その 1） 

 

ドラッグしてドロップします。 
ここでは、TCP 接続をシナリ
オ要素の下に追加します。 
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図 2.5-2 処理要素の追加画面（ドラッグドロップの場合その２） 

 

 

図 2.5-3 処理要素の追加画面（ドラッグドロップの場合その３） 

 

ドラッグしてドロップします。 
ここでは、データ送信を TCP接続
の次に追加します（挿入位置を示
すラインが表示されます）。 

ドラッグしている処理要素

が追加できない位置ではド

ロップできません。 
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図 2.5-4 処理要素の追加画面（右クリックメニューの場合） 

 

 

図 2.5-5 処理要素の追加画面（コピーペーストの場合その１） 

 

シナリオツリーの選択位
置により、そこに追加可
能な処理要素のみ選択
可能になります。 

追加したい処理要素を選
択し、右クリックメニュー
よりコピーします。 
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図 2.5-6 処理要素の追加画面（コピーペーストの場合その２） 

 

 

図 2.5-7 処理要素の追加画面（コピーペーストの場合その３） 

 
 貼り付けを行った場合、最初にその処理要素の下に追加できるかどうか確認します。その処理要素の下に追

加できない要素であるが、次の位置には追加可能である場合、図 2.5-7に示すメッセージボックスを表示しま
す。ここで、「はい」ボタンをクリックすると次の位置に挿入し、「いいえ」ボタンをクリックすると挿入を行いません。

次の位置にも追加できない要素であった場合は、図 2.5-8のようなエラーメッセージが表示されます。 
 

 

図 2.5-8 処理要素の追加画面（コピーペーストの場合その４） 

 

追加したい位置で右ク

リックメニューより貼り

付けます。 
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2.6. 処理要素を移動する 
 処理要素をシナリオツリー内で移動またはコピーするには、以下のいずれかの操作を行います。 
 移動、コピーは、シナリオエディタの異なるインスタンス間でも可能です。 
 
(1) シナリオツリーで移動したい要素をドラッグし、移動先の箇所でドロップする（図 2.6-1～図 2.6-5）。 
(2) シナリオツリーで移動したい要素を切り取り(*1)またはコピー(*3)し、移動先の箇所で貼り付け(*2)する（図 

2.6-6～図 2.6-9）。 
 
(*1)切り取りは次のいずれかの操作により行います 

 「編集」メニューから「切り取り」を選択する。 
 右クリックメニューで「切り取り」を選択する。 
 ショートカットキーCtrl+Xを押下する。 

 ツールバーの切り取りボタン（ ）をクリックする。 

 
(*2)貼り付けは次のいずれかの操作により行います 

 「編集」メニューから「貼り付け」を選択する。 
 右クリックメニューで「貼り付け」を選択する。 
 ショートカットキーCtrl+V を押下する。 

 ツールバーの貼り付けボタン（ ）をクリックする。 

 
(*3)コピーは次のいずれかの操作により行います 

 「編集」メニューから「コピー」を選択する。 
 右クリックメニューで「コピー」を選択する。 
 ショートカットキーCtrl+C を押下する。 

 ツールバーのコピーボタン（ ）をクリックする。 
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図 2.6-1 処理要素の移動画面（ドラッグドロップの場合その１） 

 

 

図 2.6-2 処理要素の移動画面（ドラッグドロップの場合その２） 

 

ドラッグしてドロップします。 
ここでは、メッセージ出力を
ループの下に移動します。 

Ctrl キーを押しながらドラ
ッグドロップするとコピー
になります（カーソルに＋
ボタンがつきます）。 
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図 2.6-3 処理要素の移動画面（ドラッグドロップの場合その３） 

 

 

図 2.6-4 処理要素の移動画面（ドラッグドロップの場合その４） 

 

ドラッグしてドロップします。 
ここでは、メッセージ出力を
変数設定の前に移動します
（移動先を示すラインが表
示されます）。 

Ctrlキーを押しながらドラ
ッグドロップするとコピー
になります（カーソルに＋
ボタンがつきます）。 
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図 2.6-5 処理要素の移動画面（ドラッグドロップの場合その５） 

 

 

図 2.6-6 処理要素の移動画面（カットペーストの場合その１） 

 
 図 2.6-6で、切り取りではなく、コピーを選択して貼り付けを行うと、処理要素のコピーになります。 
 

ドラッグしている処理要

素が移動できない位置

ではドロップできませ

ん。 

移動したい処理要素を選
択し、右クリックメニュー
より切り取ります。 
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図 2.6-7 処理要素の移動画面（カットペーストの場合その２） 

 

 

図 2.6-8 処理要素の移動画面（カットペーストの場合その３） 

 
 貼り付けを行った場合、最初にその処理要素の下に追加できるかどうか確認します。その処理要素の下に追

加できない要素であるが、次の位置には追加可能である場合、図 2.6-8に示すメッセージボックスを表示しま
す。ここで、「はい」ボタンをクリックすると次の位置に挿入し、「いいえ」ボタンをクリックすると挿入を行いません。

次の位置にも追加できない要素であった場合は、図 2.6-9のようなエラーメッセージが表示されます。 
 

 

図 2.6-9 処理要素の追加画面（カットペーストの場合その４） 

 

追加したい位置で右ク

リックメニューより貼り

付けます。 
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2.7. 処理要素を削除する 
 処理要素をシナリオツリー内で削除するには、以下の操作を行います。 
 
(1) シナリオツリーで削除したい要素を選択し、削除(*1)する（図 2.7-1～図 2.7-2）。 
 
(*1)削除は次のいずれかの操作により行います 

 「編集」メニューから「削除」を選択する。 
 右クリックメニューで「削除」を選択する。 
 Deleteキーを押下する。 

 ツールバーの削除ボタン（ ）をクリックする。 

 

 

図 2.7-1 処理要素の削除画面その１ 
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図 2.7-2 処理要素の削除画面その２ 
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2.8. 処理要素の項目を編集する 
シナリオツリーで選択している要素に関する項目がプロパティ設定に表形式で表示されます。 
値の編集を開始するには、編集したい値の部分をクリックするか、項目名の部分を選択した状態で Enter キ

ーを押下します。選択した項目により、以下のいずれかの方法で編集が可能となります。 
項目についての簡単な説明がプロパティヘルプ部分に表示されます。項目に関する詳細仕様については、4

章を参照ください。 
 
(1) エディットボックスにテキストを入力する（図 2.8-1～図 2.8-2）。 
(2) ドロップダウンリストよりいずれかの項目を選択する（図 2.8-3）。 
(3) ドロップダウンリストから項目を選択可能なエディットボックスにテキストを入力する（図 2.8-4）。 
(4) ファイル選択ダイアログボックスから選択可能なエディットボックスにテキストを入力する（図 2.8-5）。 
 

 

図 2.8-1 処理要素の項目編集画面その１ 

 

テキストを入力します。 
Enterキー押下か Focus移動（ウィン
ドウの他の位置をクリックする等）する

と、入力が確定されます。 
ESC キー押下で入力をキャンセルし
て元に戻します。 
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図 2.8-2 処理要素の項目編集画面その２ 

 

 

図 2.8-3 処理要素の項目編集画面その３ 

 

項目を選択します。 

項目によっては複数行入力

もあります。 
複数行の場合、Enter キー
の代わりに Alt+Enter キー
押下で確定となります。 
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図 2.8-4 処理要素の項目編集画面その４ 

 

テキストを入力するか、リ

ストより選択します。 
Enter キー押下または
Focus 移動により確定し、
ESC キー押下でキャンセ
ルします。 
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図 2.8-5 処理要素の項目編集画面その５ 

 

テキストを入力するか、ボタンをクリックしてファイ

ル選択ダイアログよりファイルを選択します。 
ダイアログで選択したファイル名がエディットボック

スにコピーされます。 
Enter キー押下または Focus 移動により確定し、
ESCキー押下でキャンセルします。 
 



 
Situator Ⓡ 

シナリオエディタ 操作マニュアル 

34 / 41 Copyright (C) 2004-2014 OKI Software Co., Ltd. All rights reserved. 

2.9. 編集操作を元に戻す 
 編集操作を元に戻すには、以下のいずれかの操作を行います。 
 
(1) 「編集」メニューから「元に戻す」を選択する（図 2.9-1）。 
(2) ショートカットキーCtrl+Z を押下する。 

(3) ツールバーの元に戻すボタン（ ）をクリックする。 

 

 
図 2.9-1 元に戻す画面 
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2.10. 編集操作をやり直す 
 編集操作をやり直すには、以下のいずれかの操作を行います。 
 
(1) 「編集」メニューから「やり直し」を選択する（図 2.10-1）。 
(2) ショートカットキーCtrl+Yを押下する。 

(3) ツールバーのやり直しボタン（ ）をクリックする。 

 

 
図 2.10-1 やり直す画面 
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2.11. シナリオを実行する 
 シナリオを実行するには、以下のいずれかの操作を行います。 
 実行するシナリオは、図 2.11-1に示すコンボボックスで選択したシナリオとなります。 
 
(1) 「ツール」メニューから「実行」を選択する（図 2.11-2）。 
(2) F5を押下する。 

(3) ツールバーの実行ボタン（ ）をクリックする。 

 

 

図 2.11-1 シナリオ選択画面 

 

実行するシナリオを選択し

ます。 
ここに表示される名前は、

シナリオ要素のシナリオ名

称に設定した名前です。 
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図 2.11-2 シナリオ実行画面 
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図 2.11-3 シナリオ保存確認画面 

 
 シナリオを実行する時、編集中のシナリオファイルが未保存である場合、図 2.11-3に示すメッセージが表示
されます。シナリオファイルを保存してから実行する場合は「はい」ボタンを、シナリオファイルを保存せずに実

行する場合は「いいえ」ボタンを、実行をキャンセルするには「キャンセル」ボタンを、クリックします。 
 シナリオを新規作成し、まだ 1度も保存していない場合はシナリオ実行はできません。 
（注意） 
 シナリオを保存せずに実行した場合、保存前のシナリオファイルの内容で実行されます。シナリオエディタで

編集中の未保存の内容で実行されるわけではありません。ご注意ください。 
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3. メニュー一覧 

ここでは、シナリオエディタのメニューについて説明します。 
 

3.1. ファイルメニュー 

表 3.1-1 ファイルメニュー項目一覧 

名称 説明 

新規作成 シナリオファイルを新規に作成します。 

開く 既存のシナリオファイルを開きます。 

上書き保存 シナリオファイルを上書き保存します。 

名前を付けて保存 シナリオファイルを名前を付けて保存します。 

アプリケーションの終了 シナリオエディタを終了します。 

ファイル 

（ファイル履歴） 履歴からシナリオファイルを開きます。 

 

3.2. 編集メニュー 

表 3.2-1 編集メニュー項目一覧 

名称 説明 

元に戻す 編集操作を元に戻します。 

やり直し 編集操作をやり直します。 

切り取り 選択している要素の内容をクリップボードにコピーして削除しま

す。 

コピー 選択している要素の内容をクリップボードにコピーします。 

貼り付け クリップボードの内容から貼り付けを行います。 

編集 

削除 選択している要素を削除します。 

 

3.3. 表示メニュー 

表 3.3-1 表示メニュー項目一覧 

名称 説明 

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。 表示 

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。 

 

3.4. ツールメニュー 

表 3.4-1 ツールメニュー項目一覧 

名称 説明 

ツール 実行 選択したシナリオを実行します。 
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3.5. ヘルプメニュー 

表 3.5-1 ヘルプメニュー項目一覧 

名称 説明 

ヘルプ バージョン情報 シナリオエディタのバージョン情報を表示します。 

 

3.6. 処理要素リストのコンテキストメニュー 

表 3.6-1 処理要素リストのコンテキストメニュー項目一覧 

名称 説明 

コピー 選択している要素の内容をクリップボードにコピーします。 

 

3.7. シナリオツリーのコンテキストメニュー 

表 3.7-1 シナリオツリーのコンテキストメニュー項目一覧 

名称 説明 

切り取り 選択している要素の内容をクリップボードにコピーして削除しま

す。 

コピー 選択している要素の内容をクリップボードにコピーします。 

貼り付け クリップボードの内容から貼り付けを行います。 

削除 選択している要素を削除します。 

この下に追加 選択している要素の下に追加するポップアップメニューが表示さ

れます。 

ポップアップメニューの内容は、処理要素リストの一覧と同じ構成

のメニューとなります。 

この次に追加 選択している要素の次に追加するポップアップメニューが表示さ

れます。 

ポップアップメニューの内容は、処理要素リストの一覧と同じ構成

のメニューとなります。 
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4. シナリオファイル仕様 

シナリオファイルは XML 形式のテキストファイルで、Situator で色々な処理毎に定義された XML の要素を
組み合わせて記述します。 
シナリオファイル内の各要素の一覧、要素毎の定義については、開発者向けマニュアルの「6 シナリオファ

イル仕様」を参照ください。 
 
 
 


